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放射性廃棄物の処分：長期安全性は評価できるのか？
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• 情報交換や共同研究プロジェクトによる国際協力は、安全評価手法の開

 発において主要な役割を果たしている。特に、国際協力により、この分野

 における最新の定期的かつ系統的な評価が推進され、専門家間の情報

 交換や議論に寄与している。

結論：国際的な共同見解として
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NEA放射性廃棄物管理委員会とIAEA国際放射性廃棄物管理諮問委員会は、

・

 
処分計画に対する正確かつ十分な理解が意味のある安全評価実施の基本

 的な前提条件であることを認識し、

・

 
処分場候補地から収集されるデータやその評価は今後の進捗状況に必要

 な大事な業務であることに留意し、

・

 
安全評価の実施機能に大きな進歩があったことを確認し、

・

 
定量的な安全評価は、常に定性的な証拠によって補完されることを確認し、

 そして、

・

 
安全評価手法は、進行中の研究活動の結果として更に進歩することに注目

 しなければならないと考える。



これらのことを留意しつつ両委員会は、

•

 
人類や環境に対して、注意深く設計された放射性廃棄物処分システムの

 長期の潜在的な放射線の影響を正しく評価するために、現在使用可能

 な安全評価手法の存在を確認し、

•

 
現在および将来の世代に対して、所定の処分システムが社会に対し満

 足できる安全性レベルを提供できるかどうかを確認するために、処分場

 候補地から収集された十分な情報と照らし合わせて、適当な安全評価を

 行うことが可能であると考察する。

•

 
この共同見解は、放射性廃棄物管理分野における共同体行動計画のた

 めのCEC専門家により承認された。
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